○○市町災害時要援護者避難支援制度実施要領　【記載例】
平成　　年 　月　 日

 (目的)
第１条　この要領は，○○市町地域防災計画に基づき，災害時要援護者がそれぞれの地域において災害時の避難支援等を受けることができる制度（以下、『支援制度』という。）を構築することにより，これらのものが安心して暮らすことのできる地域づくりの推進を図ることを目的とする。

(定義)
第2条 　この要領において「災害時要援護者」とは，災害時の避難行動において支援が必要となる高齢者，障がい者，乳幼児，外国人等であって，別表１に定めるものをいう。

２　この要領において「避難行動要支援者」とは，災害時要援護者のうち，別表２の基準により支援の必要性が高いと判断されるもので，当支援制度に登録することで避難支援プラン(個別計画)の作成対象となる。

３　この要領において「避難支援者」とは，近隣者やボランティア等，災害時に避難行動要支援者の避難誘導等の支援を行うものをいう。

(避難行動要支援者の登録等)
第3条 　市町長は，関係地域の民生委員児童委員，自主防災組織，町内会等（以下，「民生委員児童委員等」という。）の協力により，災害時要援護者のうちから避難行動要支援者を特定し，次条により登録を行うことができる。

２　市町長は，前項に規定する避難行動要支援者以外の災害時要援護者から，緊急に支援を求められた場合においても，避難行動要支援者と同様に支援が行われるよう努めるものとする。

(登録の手続)
第4条 　当制度への登録を希望する避難行動要支援者は，災害時要援護者避難支援制度登録届兼避難支援プラン（個別計画）〔別記様式〕に，必要な個人情報等を記載して，市町長に提出するものとする。

２　市町長は，前項に規定する申請を円滑にするため，民生委員児童委員等の協力を得て，避難行動要支援者の把握及び避難支援者の選定等，登録に必要な調査や調整を行うものとする。
３　市町長は，避難行動要支援者を登録するに当たっては，避難支援者の同意の有無等，申請内容の確認を行うものとする。
４　市町長は，第１項の申請者からの登録届を，避難支援プラン（個別計画）として取りまとめる。

(避難支援プラン（個別計画）の保管)
第5条 　避難支援プラン（個別計画）の原本は市町長が保管し，副本は避難行動要支援者のほか，避難支援プランに記載された避難支援者や担当の民生委員児童委員等がそれぞれ保管する。

 (避難支援プランの取扱い)
第６条　民生委員児童委員等は，避難支援プラン（個別計画）に記載された個人情報及び支援活動上知り得た個人の秘密を漏らしてはならない。民生委員児童委員等の職務を離れた後も，また同様とする。
２　民生委員児童委員等は，避難支援プラン（個別計画）を紛失しないよう厳重に保管するとともに，その内容が支援に関係しない者に知られないよう適切に管理しなければならない。
３　民生委員児童委員等は，避難支援プラン（個別計画）を紛失したときは，速やかに，市町長に報告しなければならない。

　（避難支援プラン（個別計画）の更新）

第７条　市町長は，関係者からの届出により，登録された避難支援プラン（個別計画）の最新情報への更新及び新規登録者の追加等を随時行う。

(避難支援者の活動)
第８条　避難支援者は，次に掲げる支援を行うものとする。
(1)　災害時における避難行動要支援者への情報伝達，避難支援，安否確認等
(2)　前号の活動を容易にするために日常生活において行う声掛け活動や相談等

(民生委員児童委員等の協力)
第９条　市町長は民生委員児童委員等に対して，当該行政区に居住する災害時要援護者及び避難支援者の名簿を提供するものとする。
２　民生委員児童委員等は，第８条に掲げる避難支援者の活動に協力するものとする。

(登録事項の変更)
第10条　避難行動要支援者は，避難支援プラン（個別計画）に記載された事項に変更が生じたときは，市町長に報告するものとする。
２　市町長は，避難支援プラン（個別計画）に記載された事項に変更が生じたことを直接に，又は前項の報告により知ったときは，避難支援プラン（個別計画）の原本にその旨を記載するとともに，避難行動要支援者及び民生委員児童委員等に連絡するものとする。

(制度の周知)
第11条　市町長は，制度の推進のため，広報紙等を通じて広く制度の周知を図るものとする。

（その他）
第12条　この要領に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。

附　則
この告示は、平成　　年　月　日から施行する。


別表１　災害時要援護者の対象

要援護者
要件

要介護者
介護保険の要介護度３以上

高齢者
認知症高齢者，一人暮らし高齢者，高齢者のみ世帯

身体障がい者
１，２級

知的障がい者
療育手帳 eq \o\ac(○,Ａ)，Ａ

精神障がい者
１級

外国人


乳幼児


妊産婦


別表２　避難行動要支援者の判断基準

避難行動要支援者の判断基準
1 支援の必要性が高い

· 重度障がい者，要介護者，在宅医療が必要な難病患者

· 一人暮らし高齢者，高齢者のみ世帯

2 災害等の危険性が高い地域

· ハザードマップ等における危険地域

· 住宅・居室の危険性・老朽度

3 地域・家族の支援力が弱い

· 近所付き合いが脆弱な地区

· 一人暮らしが多い地区



○○市町災害時要援護者避難支援制度登録届 兼 避難支援プラン(個別計画)

平成　　　年　　　月　　　日

○　○　市　町　長　　様

　私は，○○市町災害時要援護者避難支援制度の趣旨に賛同し，制度登録届を提出します。

また，私が届け出た下記の個人情報が，私への避難支援のために，○○市町の関係部局，地域の自主防災組織，町内会，民生委員児童委員協議会，社会福祉協議会，私の避難支援者に提供されること，及び○○市町が保有する私に関する保健福祉情報が前述の目的のために活用されることを承諾します。

届出者の署名（本人）　　　　　　　　　　　　　　　代理人署名　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（届出者との続柄　　　　　　　　）

ふりがな　

性　　別

要援護者氏名

男　・　女

住　　所
〒　　

電話・FAX
電話

FAX


生年月日
明・大・昭・平　　　　年　　　月　　　日生　（　　　）歳

避難支援

該当理由

（該当項目に全て○）
本人

要件
Ａ　要介護　　【　　　】（数字を記入）

Ｂ　身体障害者手帳　【　　級】（数字を記入）

　　　　　　　　　　【障がい種類　　　　　　　　　　　　　　】

Ｃ　療育手帳　【　　　】（判定を記入）

Ｄ　難病患者　【支援が必要な理由　　　　　　　　　　　　　　】

Ｅ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）


その他

要件
１　ひとり暮らし

２　同居人が７５歳以上

３　災害の危険性【土砂災害・洪水・高潮・その他（　　　　）】

４　その他の必要性（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

緊　急

連絡先
eq \o(\s\up 11(ふりがな),氏名)

本人との関係



電話

携帯


かかりつけ医療機関
医療機関名　　　　　　　　　　　医師名

（住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

携行が必要な物品


避難支援上特に配慮すべき事項


裏面も記入してください。

区　分
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),氏名)
住　　所
電話番号

避難支援者①

（要援護者との関係）


自宅：

携帯：

避難支援者②

（要援護者との関係）


自宅：

携帯：

避難支援者③

（要援護者との関係）


自宅：

携帯：

担当民生委員


自宅：

携帯：




自宅：

携帯：

情報伝達（誰からどのように伝達されるか）




名称
所在地
連絡先
備考

避難場所①





避難場所②





居住建物の構造等　 ・構造等　　　（　　　　　　　造、　　　　階建て）

・日中主に過ごす部屋（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・寝室の位置　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

居住地区の地理的状況

避難方法・避難経路等

備考




3





（別記様式）





2





1





取扱注意





資料３
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5








